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◆ 原 著 
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◆ 症例報告 
1)  Zaimoku M, Kawaguchi Y, Seki S, Yahara Y, Akioka N, Imura J, Kimura T, Kuroda S. Sporadic hemangioblastoma of the film 
terminale with peritumoral cyst. Surg Neurol Int. 2018 Jan; 9: 2. 
2)  中嶋隆彦，西田健志，八田秀樹，南坂尚，三輪重治，井村穣二．Renal tubular dysgenesis の 1 剖検例．診断病理．2018 
Oct；35(4)：286-9． 
3)  平井孝弘，神原健太，猪又峰彦，林龍二，井村穣二，戸邉一之．小細胞癌の混在が疑われ経過中に腫瘍マーカーと
組織所見の変化を呈した肺腺癌の 1 例．肺癌．2018 Jun；58(3)：227-30． 
 
◆ 総 説 
1)  井村穣二，内田好明，阿部香織，小梶恵利，下村明子．細胞診材料からの分子生物学的アプローチ 細胞診検査と臨
床検査医学の接点 分子生物学的分野へのアプローチとその応用．臨床病理．2018 Jun；66(6)：621-5． 






会；2018 Nov 17-18；横浜． 
2)  折田恵，中島悠樹，田近洋介，井村穣二．尿細胞診中に出現した Burkitt Lymphoma の一例．第 57 回日本臨床細胞学
附属病院
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会秋期大会；2018 Nov 17-18；横浜． 
3)  中山優吏佳，在田幸太郎，梶川清芽，村上純，中嶋隆彦，井村穣二，渡辺騏七郎，和田暁法，杉山敏郎．針生検後
完全消失した乳腺びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫．第 80 回日本血液学会学術集会；2018 Oct 12-14；大阪． 
4)  井村穣二，下村明子，高木康司，川口真一，南坂尚，中嶋隆彦，西田健志，八田秀樹．様々な挙動を示す膵臓癌細
胞株で発現される調節分子の実験的研究．第 77 回日本癌学会学術集会；2018 Sep 27-29；大阪． 
5)  井村穣二，川口真一，高木康司，下村明子，目時珠穂，南坂尚，中嶋隆彦，三輪重治，西田健志，八田秀樹．高浸
潤性膵癌細胞株から樹立化され異なった挙動を示すサブクローン化細胞内で発現する分子の探索．第 107 回日本病
理学会総会；2018 Jun 21-23；札幌． 
6)  中嶋隆彦，西田健志，八田秀樹，南坂尚，三輪重治，井村穣二．Renal tubular dysgenesis の一剖検例．第 107 回日本
病理学会総会；2018 Jun 21-23；札幌． 
7)  南坂尚，下村明子，西田健志，八田秀樹，中嶋隆彦，三輪重治，井村穣二．高浸潤性肺ヒト腺癌細胞株の樹立と発
現因子の探索．第 107 回日本病理学会総会；2018 Jun 21-23；札幌． 
8)  坂口吏奈，大江巧人，松代祐來，目時珠穂，南坂尚，中嶋隆彦，三輪重治，井村穣二．両側鼻咽頭に発生した Melanocytic 
oncocytic metaplasia の一例．第 107 回日本病理学会総会；2018 Jun 21-23；札幌． 
9)  大江巧人，大橋若菜，下村明子，南坂尚，中嶋隆彦，三輪重治，井村穣二．大腸腫瘍における ZIP7 および GRP78
の発現に関する検討．第 107 回日本病理学会総会；2018 Jun 21-23；札幌． 
10)  松代祐来，目時珠穂，坂口吏奈，大江巧人，南坂尚，中嶋隆彦，三輪重治，井村穣二．空腸に腺腫性病変を背景と
して発生した非遺伝性多重癌の一例．第 107 回日本病理学会総会；2018 Jun 21-23；札幌． 
11)  内田好明，阿部香織，井村穣二，斉藤仁昭，飯嶋達生．S-100P 測定併用による膵液細胞診の悪性鑑別の検討．第 107
回日本病理学会総会；2018 Jun 21-23；札幌． 
12)  小梶恵利，下村明子，南坂尚，中嶋隆彦，三輪重治，西田健志，井村穣二．Endoglin 及び SMAD4 はヒト膵癌細胞
の spheroid 形成及び浸潤を制御する．第 107 回日本病理学会総会；2018 Jun 21-23；札幌． 
13)  小梶恵利，木屋千恵子，三輪重治，南坂尚，中嶋隆彦，石倉宗浩，寺畑信太郎，井村穣二．未分化子宮肉腫の 1 例．
第 59 回日本臨床細胞学会総会春季大会；2018 Jun 1-3；札幌． 
14)  浜田桂司，小梶恵利，木屋千恵子，南坂尚，井村穣二．閉経後女性に発生した卵巣 yolk sac tumor の一例．第 35 回
富山県臨床細胞学会総会学術集会；2018 Mar 10；富山． 
15)  井村穣二，大江巧人，大橋若菜，南坂尚，中嶋隆彦，三輪重治，下村明子．大腸癌における亜鉛トランスポーター
の発現異常と小胞体ストレスとの関連性．第 14 回日本消化管学会学術集会；2018 Feb 9；東京． 
 
◆ その他 
1)  Imura J. New approach to cytodiagnosis for the pancreatobiliary system. The 17th Korea-Japan meeting for diagnostic 
cytopathology; 2018 Sep 8; Busan, Korea. 
2)  井村穣二．イタイイタイ病剖検例を通しての病理学的研究成果‐新たな発見‐．富山県衛生研究所講演；2018 Nov 
20；富山． 
3)  中嶋隆彦，川口真一，南坂尚，井村穣二．ジアルジア症の一例．第 30 回北陸病理集談会；2018 Oct 20；金沢． 
4)  浜田桂司，小梶恵利，木屋千恵子，林伸一，清水晃汰，井村穣二．穿刺細胞診で組織型推定に難渋した甲状腺 mixed 
medullary and follicular cell carcinoma の一例．第 43 回北陸臨床病理集談会；2018 Sep 1；富山． 
5)  井村穣二．イタイイタイ病とは．第 30 回日本医学図書館協会北信越地区会研修会；2018 Sep 3；富山． 
6)  井村穣二．第 17 回日本病理学会中部支部 病理夏の学校 in 立山；2018 Aug 25-26；富山．（主催） 
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